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はじめに






酸（AAA: Acid Alkali Acid，ただし英語では塩基を意味する言葉は Alkali よりも Base が一般的で，
ABA とすることが多い）処理が施されるのが一般的である［Mook and Streurman, 1983］。これは
加温した薬液中に試料を投じ，酸溶液で土中に由来する炭酸塩を，アルカリ溶液で同じく土中に由
来するフミン酸などの有機酸を溶出させて除く方法である。炭酸塩も有機酸も炭素を含むことから，
試料中に残留すると本来とは異なる炭素 14 年代を示す恐れがある。2 回目の酸処理は，試料に残
留したアルカリを中和して除くとともに，処理中に吸収された大気中の二酸化炭素を除くためにも
必要である。なお特に古い時期の試料を対象として，アルカリでは除去の難しいフミンなど土中由

































査にかかる試料の採取は，平成 19 年 10 月に本家住宅

































の単列同性で，1 〜 15 細胞高。



















　測定結果を表 1 に示す。年輪番号は部材で確認できた最外の年輪層から数えたもので，番号 1 は
伐採年を示す樹皮直下の層とは限らない。最外層の較正年代は計算プログラム RHC［坂本，2012］






表 1：旧土肥家住宅本家部材の AMS-14C 年代測定結果







1 PLD-9332 269 ± 19
AD1538（ 9.0%）AD1552
AD1641（86.4%）AD166110 PLD-9333 276 ± 19
20 PLD-9334 313 ± 18
へ二〜へ四
梁 スダジイ
1 PLD-9335 452 ± 19
異常値
10 PLD-9336 558 ± 19
20 PLD-9337 767 ± 21
29 PLD-9338 737 ± 21
へ二
柱 スダジイ
5 PLD-9339 241 ± 18
AD1659（95.4%）AD167015 PLD-9340 229 ± 18
25 PLD-9341 293 ± 18
へ四〜へ五
梁 スダジイ
1 PLD-9342 1131 ± 19
異常値10 PLD-9343 596 ± 18
23 PLD-9344 309 ± 19
に四〜ろ四
差物 スダジイ
1 PLD-10207 731 ± 21
異常値
（考察を参照）
5 PLD-10208 547 ± 21
15 PLD-10209 205 ± 21
25 PLD-10210 465 ± 21
へ二〜り二
















ルを容積比 1：1 に混合した有機溶媒（CM 混液）による超音波洗浄を実施した。自動処理装置
［Sakamoto et al., 2002, Sakamoto et al., 2010］による AAA 処理を実施した後，（株）パレオ・ラボに
グラファイトの調製と AMS-14C 法による年代測定を依頼した。




表 2：旧土肥家住宅隠居屋部材の AMS-14C 年代測定結果












5 PLD-9346 92 ± 20
10 PLD-9347 106 ± 18
15 PLD-9348 158 ± 19
は十〜ち十
梁 スダジイ
3 PLD-12329 135 ± 19
AD1694（65.8%）AD1712
AD1832（29.7%）AD184228 PLD-12330 146 ± 19
48 PLD-12331 250 ± 19
ち十
柱 スダジイ





12 PLD-12333 135 ± 20
22 PLD-12334 160 ± 20
32 PLD-12335 164 ± 20
は十
柱 スダジイ




12 PLD-12337 108 ± 20
22 PLD-12338 131 ± 20
た八〜た十
敷居 スギ




11 PLD-12340 133 ± 19
16 PLD-12341 173 ± 21
21 PLD-12342 196 ± 20
ぬ十二〜を十二
敷居 スギ
1 PLD-12343 103 ± 20
AD1702（25.2%）AD1729
AD1823（70.3%）AD190211 PLD-12344 110 ± 19




3. 炭素 14- ウィグルマッチ法による解析
a. 本家「に四」柱（図 6）
　「に四」柱は心持ちの角柱で，樹種はスダジイである。年輪幅が広いことから，加工時に落とさ
れた外周部の年輪は数層程度と考えられる。炭素 14- ウィグルマッチ法による解析の結果， 16 世
紀にも較正年代の確率が存在するが、建築史的な観点からその可能性を排除できる。最外層の較正




較正年代は 1659 〜 1670 年と得られた。














11 PLD-12347 143 ± 20
を六
柱 スギ
1 PLD-12348 112 ± 20 AD1700（14.8%）AD1737
AD1822（75.9%）AD1895
AD1922（ 4.8%）AD1937
11 PLD-12349 138 ± 21
21 PLD-12350 110 ± 23
　建築史学的な観点から採用できる較正年代を下線で示す。

























図 6：旧土肥家本家住宅「に四」柱と炭素 14- ウィグルマッチ法による最外層の較正年代













したが，建築史学の見地から最外層の較正年代は 1692 〜 1712 年を採用できる。この結果は墨書の
年代を裏付ける。


























































程度と考えられる。炭素 14- ウィグルマッチ法による解析では 18 世紀初頭と 19 世紀の較正年代






1694 〜 1717 年と得られた。





















































図 9：旧土肥家隠居屋住宅「か六」柱と炭素 14- ウィグルマッチ法による最外層の較正年代
ほぞに宝永三年の墨書が見られる。





による削平部分の年輪数は数年と推定される。炭素 14- ウィグルマッチ法による解析では 18 世紀
と 19 世紀の較正年代が示されたが、建築史的な観点から 19 世紀の可能性を排除できる。最外層の




建築史的な観点から 19 世紀の可能性を排除できる。最外層の較正年代は 1686 〜 1702 年と得られた。























































図 11：旧土肥家隠居屋住宅「ち十」柱と炭素 14- ウィグルマッチ法による最外層の較正年代






平部分の年輪数は数年と推定される。炭素 14- ウィグルマッチ法による解析では 18 世紀初と 19 世
紀の較正年代が示されたが，建築史的な観点から 19 世紀の可能性を排除できる。最外層の年代は
1702 〜 1729 年と得られた。
j. 隠居屋「ち十二～ぬ十二」敷居（図 15）
　「ち十二〜ぬ十二」敷居は辺材を確認できなかったが，年輪幅の大きいスギ材で，製材による削
平部分の年輪数は数年と推定される。2 点の測定のため炭素 14- ウィグルマッチ法による絞り込み
は難しく，複数の較正年代が示された。ただし建築史的な観点から 19 世紀の可能性は排除され，
最外層の較正年代は 1680 〜 1706 年ないし 1727 〜 1778 年と得られた。

























図 14：旧土肥家隠居屋住宅「ぬ十二～を十二」敷居と炭素 14- ウィグルマッチ法による最外層の較正年代































数は数年程度と推定される。炭素 14- ウィグルマッチ法による解析では 18 世紀初と 19 世紀の較
正年代が示されたが，建築史的な観点から 19 世紀の可能性を排除できる。最外層の較正年代は
1700 〜 1737 年と得られた。
4. 建築年代に関する考察
a. 本家住宅

































図 15：旧土肥家隠居屋住宅「ち十二～ぬ十二」敷居と炭素 14- ウィグルマッチ法による最外層の較正年代









14 年代である（図 17）。測定試料のうち最も新しい炭素 14 年代を示した外から 15 層目の年輪層
（PLD-10209，205 ± 21 14C BP）は，写真からも薬剤による汚染の影響が軽微と判断できる。その






マ後部中央の「か六」柱（1692 〜 1712 年）と，相対するナカノマ後部の「を六」柱（1700 〜 1737 年）
は，いずれも墨書の記録と整合的である。また土間床上境の「ち十」柱（1692 〜 1712 年）と，こ






















































ついては CM 混液による洗浄を行い，AMS-14C 法による測定で整合的な結果を得ることができた。
年代測定資料実験室では現在，一般的な木材試料の前処理を次のように行っている。長時間の超音
波洗浄は，汚染物質の物理的な除去にも効果が期待できる。
1. アセトンでの超音波洗浄（5 分間，1 回）
試料中の水分をアセトンで置換し，CM 混液が浸透しやすくする。
2. CM 混液での超音波洗浄（30 分間，2 回以上）
薬剤などの溶出を目的とするが，木材の場合同時に色素が溶出することがあり，溶液の着色が
なくなるまで洗浄を繰り返す（なお，現在は容積比２：１の CM 混液を用いる）。
3. アセトンでの超音波洗浄（5 分間，2 回）
試料中の CM 混液を除去する。
4. AAA 処理
自動処理装置［Sakamoto et al., 2002, Sakamoto et al., 2010］を用いる場合，80℃で 1M 塩酸溶液に
よる 1 時間の処理を 2 回，1M 水酸化ナトリウム溶液による 1 時間の処理を 5 回，1M 塩酸溶液
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